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三条市農業委員会総会議事録

日 時 平成２６年３月２８日 午後３時００分

場 所 三条市役所 本庁舎４階全員協議会室

会議に付した議題

議第 １号 農用地利用集積計画について

議第 ２号 農地法第３条の規定による許可申請について

議第 ３号 事業計画変更承認申請について

議第 ４号 農地法第４条の規定による許可申請について

議第 ５号 農地法第５条の規定による許可申請について

議第 ６号 平成２５年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

（案）

平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）に

ついて

議第 ７号 農業委員会事務職員の配置替について

報告事項 報第 １号 第２調査部会の調査結果報告について

報第 ２号 正副部会長会議の結果報告について

報第 ３号 農地法第１８条第６項の解約通知について

報第 ４号 基盤強化法の解約通知について

報第 ５号 使用貸借の解約通知について

報第 ６号 農地法適用外事実確認証明について

報第 ７号 農地潰廃通報について

報第 ８号 作付変更届について

報第 ９号 農地法第３条の３第１項の届出について

報第１０号 あっせん譲受等候補者名簿の登載について

その他

出席委員 ３３名

１番 大 桃 伸 之 委員 ２番 鶴 巻 純 一 委員

３番 清 水 栄 委員 ４番 村 井 善一郎 委員

５番 熊 倉 睦 委員 ６番 捧 譽 委員

７番 阿 部 眞佐雄 委員 ８番 刈 屋 一 夫 委員

１０番 金 子 純 一 委員 １２番 大 竹 一 雄 委員

１３番 鶴 巻 俊 樹 委員 １４番 村 山 佐喜雄 委員
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１５番 山ノ内 正 委員 １６番 大 竹 正 信 委員

１７番 廣 川 哲 也 委員 １８番 田 邉 稔 委員

１９番 五十嵐 俊 雄 委員 ２０番 坂 井 和 弘 委員

２１番 阿 部 銀次郎 委員 ２２番 野 水 敏 秋 委員

２３番 野 﨑 文 夫 委員 ２４番 嘉 藤 太加雄 委員

２５番 佐 藤 裕 雄 委員 ２６番 阿 部 新一郎 委員

２７番 星 野 英 治 委員 ２８番 藤 田 吉 則 委員

２９番 渡 邉 一 英 委員 ３０番 原 正 利 委員

３１番 小 師 勉 委員 ３２番 目 黒 伸 一 委員

３３番 山 田 佳 典 委員 ３４番 蒲 澤 正 委員

３５番 小 林 六 一 委員

欠席委員 ２名

９番 佐 藤 満 委員 １１番 内 山 清 委員

職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 大 坂 純 司

事 務 局 次 長 斎 藤 公 明

経営基盤係副参事 麦 倉 政 勝

経営基盤係主任 鈴 木 和 志

午後３時００分 開会及び開議

（午後３時００分 三條新聞社傍聴）

議長（野﨑会長）

定刻になりましたので、平成２５年度３月末の定例総会をこれより開会したいと思い

ます。

出席状況を申し上げます。定員３５名のところ、現在員３５名、出席３３名、欠席２

名でございますので、総会は成立いたします。

なお、議事録署名委員につきましては、定めにより私から指名をいたします。６番、

捧譽委員、３２番、目黒伸一委員を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。

それでは、早速に議事に入りたいと思います。

議第１号『農用地利用集積計画について』を議題といたします。

なお、３番、清水栄委員、１２番、大竹一雄委員、２１番、阿部銀次郎委員、２９番、

渡邉一英委員は、農業委員会等に関する法律第２４条１項の規定に基づき、議事参与の

制限により、本議案終了まで退席をお願いいたします。

（午後３時１２分 ３番清水 栄委員、１２番大竹一雄委員

２１番阿部銀次郎委員、２９番渡邉一英委員退席）
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議長（野﨑会長）

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第１号『農用地利用集積計画について』説明いたします。

１１ページをごらん願います。今月の申請は、新規設定３７件、１４万９，８６９．

７４㎡、再設定１９件、９万４，３１６．６８㎡、利用権移転２件、１万３９１㎡、所

有権移転２件、４，８８３㎡であります。合計では６０件、２５万９，４６０．４２㎡

であります。

それでは、戻りまして１ページの６３６番から順に説明いたします。

６３６番は、栗林地内の農地１筆、１，００４㎡をあっせんによる売買により取得し

たいものであります。価格は、１０ａ当たり約２００万円であります。

６３７番は、篭場地内の農地５筆、３，８７９㎡をあっせんによる売買により取得し

たいものであります。価格は、１０ａ当たり約８０万円であります。

６３８番は、袋地内の農地１筆、４９１㎡を新規により１年間利用権設定するもので

あります。

６３９番は、森町地内の農地４筆、５，０１１㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４０番は、長沢地内の農地３筆、２，８０４㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４１番は、新堀地内の農地１筆、３，００４㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４２番は、一ツ屋敷新田地内の農地１筆、２，１４４㎡を新規により２年間利用権

設定するものであります。

６４３番は、棚鱗地内の農地３筆、８，８４３㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４４番は、棚鱗地内の農地１筆、６，１５２㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４５番は、森町ほか地内の農地２筆、３０１㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４６番は、棚鱗地内の農地４筆、５，３０７㎡を新規により２年間利用権設定する

ものであります。

６４７番は、上谷地地内の農地２筆、８３７㎡を新規により２年間利用権設定するも

のであります。

６４８番は、下大浦地内の農地６筆、１，４３９㎡を新規により３年間利用権設定す

るものであります。

６４９番は、荒沢地内の農地４筆、３，３９７㎡を新規により４年間利用権設定する

ものであります。

６５０番は、荒沢地内の農地４筆、８，４１１㎡を新規により４年間利用権設定する



- 4 -

ものであります。

６５１番は、荒沢地内の農地２筆、３，６１０㎡を新規により４年間利用権設定する

ものであります。

６５２番は、荒沢地内の農地１筆、２，２７８㎡を新規により４年間利用権設定する

ものであります。

６５３番は、井栗地内の農地１筆、７７６㎡を新規により５年間利用権設定するもの

であります。

６５４番は、中曽根新田地内の農地１筆、４，２５６㎡を新規により５年間利用権設

定するものであります。

６５５番は、栄荻島ほか地内の農地９筆、９，９１３㎡を新規により５年間利用権設

定するものであります。

６５６番は、栄荻島地内の農地１筆、３，３１８㎡を新規により５年間利用権設定す

るものであります。

６５７番は、中浦地内の農地３４筆、１万４８．７１㎡を新規により５年間利用権設

定するものであります。

６５８番は、桑切地内の農地４筆、５１１㎡を新規により５年間利用権設定するもの

であります。

６５９番は、東大崎１丁目地内の農地１筆、２，３９６㎡を新規により６年間利用権

設定するものであります。

６６０番―１は、上保内地内の農地６筆、２，１４２．６８㎡を新規により８年間利

用権設定するものであります。

６６１番―１は、白山新田地内の農地１筆、８７３㎡を新規により８年間利用権設定

するものであります。

６６２番―１は、白山新田地内の農地１筆、６７０㎡を新規により８年間利用権設定

するものであります。

６６３番は、大島地内の農地６筆、５，１２４㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

６６４番は、新堀地内の農地５筆、５，０７０㎡を新規により９年間利用権設定する

ものであります。

６６５番は、福島新田地内の農地２筆、３，８６４㎡を新規により９年間利用権設定

するものであります。

６６６番―１は、長嶺ほか地内の農地１０筆、７，０５７㎡を新規により１０年間利

用権設定するものであります。

６６７番―１は、吉田地内の農地１筆、２，９５２㎡を新規により１０年間利用権設

定するものであります。

６６８番―１は、吉田地内の農地１筆、２，９６２㎡を新規により１０年間利用権設

定するものであります。

６６９番―１は、曲谷地内の農地２筆、３，５１７㎡を新規により１０年間利用権設
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定するものであります。

６７０番―１は、上保内ほか地内の農地１８筆、９，１７９．６１㎡を新規により１

０年間利用権設定するものであります。

６７１番―１は、上保内ほか地内の農地１５筆、７，３７４．４４㎡を新規により１

０年間利用権設定するものであります。

６７２番―１は、駒込地内の農地８筆、７，８１０．３㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。

６７３番は、桑切地内の農地３筆、２，８４６㎡を新規により１０年間利用権設定す

るものであります。

６７４番は、直江町４丁目ほか地内の農地３筆、３，１８９㎡を新規により１０年間

利用権設定するものであります。

次の６７５番から１０ページの６９３番までの１９件につきましては、再設定であり

ますので、説明を略させていただきます。

続きまして、１１ページをごらん願います。

６９４番は、大島地内の農地１０筆、８，３４９㎡を４年間利用権移転するものであ

ります。

６９５番は、大島地内の農地２筆、２，０４２㎡を４年間利用権移転するものであり

ます。

続きまして、１２ページをごらん願います。１２ページの６６０番―２から１４ペー

ジの６９１番―２までの枝番がついております１１件、６万１，６８２．０３㎡につき

ましては、農地利用集積円滑化事業で新規及び再設定により８年から１０年間利用権設

定するものであり、議案中の枝番１と枝番２は連動しておりますので、そのようにごら

んいただきたいと思います。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入る前に先日調査部会で調査いただいておりますので、その結果を

報告願います。

第２調査部会長は、坂井会長代理の隣に着席願います。

８番、刈屋一夫委員。

第２調査部会長（８番刈屋一夫委員）

それでは、第２調査部会の調査結果についてご報告いたします。

第２調査部会では、２月２４日午後１時３０分から厚生福祉会館第２集会室におきま

して、部会員と野﨑会長、坂井会長代理の出席のもと会議を開催いたしました。

事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件につきまして意見決定を経て、午後４

時に閉会いたしました。

ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画について』は、新
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規設定３７件、再設定１９件、利用権移転２件、所有権移転２件、合計件数６０件、面

積にして２５万９，４６０．４２㎡を、書類審査及び事務局から詳細説明を受け、いず

れも農地の効率的利用、農作業に常時従事すると認められることなど、農業経営基盤強

化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。なお、委員の質問

等の発言については挙手をし、発言を求め、議長の許可を得てから発言をお願いいたし

ます。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第１号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

退席委員の着席をお願いします。

（午後３時２５分 ３番清水 栄委員、１２番大竹一雄委員

２１番阿部銀次郎委員、２９番渡邉一英委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員の皆さんに報告いたします。

議第１号『農用地利用集積計画について』は、部会長の調査報告のとおり全件許可相

当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』を議題といた

します。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』説明いたします。

１７ページをごらん願います。今月の申請は、１３件の申請で、合計４万２，０１６．

２１㎡であります。

それでは、戻りまして１５ページの９３番から順に説明いたします。

９３番は、金子新田地内の農地１筆、７９１㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買で取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約９０万円であります。

９４番は、福島新田地内の農地１筆、３３３㎡を譲り受け人が相手方の要望により経
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営規模拡大を図るため、売買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約

２０万円であります。

９５番、９６番は、上大浦地内の農地２筆、１，７９６㎡と島潟地内の農地２筆、１，

８９４㎡を譲り受け人、譲り渡し人が相互の交換により取得するものであります。

続きまして、９７番、９８番、９９番、１００番、１０１番は、中浦地内の農地２筆、

２００㎡と新屋地内の農地１筆、３９１㎡と中浦地内の農地２筆、２９３㎡と新屋地内

の農地１筆、１７３㎡と新屋地内の農地１筆、２２２㎡をを譲り受け人、譲り渡し人が

３者の交換により取得するものであります。この５件の交換案件は、当事者３人が話し

合いにより自営の圃場整備工事を行い、相互に交換するものであります。

１０２番は、大島地内の農地３２筆、１万４，９８２．２１㎡を譲り受け人が経営の

若返りを図るため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。

１０３番は、荻堀地内の農地９筆、４，５６５㎡を譲り受け人が経営の若返りを図る

ため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。

１０４番は、笹岡ほか地内の農地９筆、４，７２４㎡を譲り受け人が経営の若返りを

図るため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。

１０５番は、駒込ほか地内の農地７筆、１万１，６５１㎡を譲り受け人が経営の若返

りを図るため、同一世帯内後継者が使用貸借権を設定するものであります。

以上１３件が今月の申請であります。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告願います。

８番、刈屋一夫委員。

第２調査部会長（８番刈屋一夫委員）

議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』は、売買によるもの２件、

交換によるもの７件、使用貸借によるもの４件、合計件数１３件、面積にして４万２，

０１６．２１㎡で、現地調査を含む書類審査及び事務局の現地確認結果などを詳細説明

を受け、いずれも譲り受け人の経営面積や機械、労働力、技術、下限面積などの許可要

件を全て満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

阿部委員。

２１番（阿部銀次郎委員）

９７番から１０１番までの３者による相互の交換の件でちょっとお伺いします。先ほ
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ど図面でご説明を受けましたが、こういう形でやるときは、権利上はどうなりますか。

地積更正等をしなくても、ただ自営でここにあぜをつくるのか何なのかはわかりません

けれども、このような形でできるのでしょうか。

議長（野﨑会長）

事務局。

事務局（大坂事務局長）

この案件は、圃場整備を３人の自営で行うもので、ここの実測を測量会社が既にやっ

ております。それに基づいて地番の地積更正及び分割手続も終わっております。そして、

その分割した農地を今回の交換ということで第３条許可を得た後に名義変更を行うとい

うものでございます。

議長（野﨑会長）

はい。

２１番（阿部銀次郎委員）

そうしますと、測量会社の実測を済ませて、そして分割したということですけれども、

所有権移転前の現況での面積と今回この交換をしようとされている面積は、当然合致し

ていなかったと思うのですが、地積更正後の面積でこういうふうに交換するのでしょう

か。

議長（野﨑会長）

事務局長。

事務局（大坂事務局長）

測量会社の実測の結果に基づいて、既に農地の分割が終わっておりまして、そのよう

な形で申請が出てきておりますので、その面積によって農家台帳は作成しております。

新規にこの図面に基づいた形での申請で農家台帳のほうは修正をしてございますので、

測量会社の実測での面積が農家台帳に反映されているということでご理解願いたいとい

うふうに思います。

議長（野﨑会長）

はい。

２１番（阿部銀次郎委員）

そうすると、要するに申請農地の全部の実測をされて、そして地積更正を全て終わっ

て、新しい面積、新しい地番での相互の交換と、こういうふうに理解していいですか。

議長（野﨑会長）

事務局長。

事務局（大坂事務局長）

委員のおっしゃるとおり、この実測値での交換という形になります。

議長（野﨑会長）

よろしいですか。

２１番（阿部銀次郎委員）

はい。
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議長（野﨑会長）

ほかにございませんでしょうか。

発言がないようですので、お諮りをいたします。議第２号につきましては、ただいま

調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第３号『事業計画変更承認申請について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第３号『事業計画変更承認申請について』説明いたします。

１８ページをごらん願います。今月の申請は２件の申請で、合計６０１㎡であります。

それでは、４５番から順に説明いたします。４５番は、上須頃地内の農地１筆、２５

０㎡を賃借権の設定により、飲食店１棟、駐車場１３台の用地として、今回申請してお

ります事業計画変更承認申請地及び農地法第５条の許可申請地と一体利用として利用し

たいものでございます。場所につきましては、新幹線の燕三条駅南側から西側１５０ｍ

付近で、北陸高速自動車道の西側に隣接しております。都市計画用途地域の商業地域内

であることから、第３種農地と判断されます。

４６番は、上須頃地内の農地１筆、３５１㎡を売買により取得し、飲食店１棟、駐車

場１３台の用地として今回申請している事業計画変更申請地及び農地法第５条の許可申

請地と一体利用したいものでございます。土地の売買価格は１㎡当たり約４万円であり

ます。場所につきましては、新幹線の燕三条駅南側から西側１５０ｍ付近で、北陸高速

自動車道の西側に隣接しております。都市計画用途地域の商業地域内であることから、

第３種農地と判断されます。

この４５番、４６番は同一使用人が使用することとなっておりますので、よろしくお

願いいたします。以上２件が今月の申請でございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告を願います。

８番、刈屋一夫委員。

第２調査部会長（８番刈屋一夫委員）

議第３号『事業計画変更承認申請について』は、件数にして２件、面積にして６０１

㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般基準を満たし

ており、承認相当といたしました。
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以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』を議題といた

します。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』説明いたします。

１９ページをごらん願います。今月の申請は、４件の申請で、計１，４５４㎡であり

ます。

それでは、４２番から順に説明をいたします。４２番は、林町２丁目地内の農地１筆、

５２５㎡を作業所１棟の用地として利用したいものです。場所につきましては、旭保育

所の東側２００ｍ付近で、都市計画用途地域の第１種住居地域内であることから、第３

種農地と判断されます。

４３番は、大島地内の農地１筆、１２５㎡を農舎３棟の用地として、今回申請してい

る農地法第５条の許可申請地と一体利用したいものです。場所につきましては、大島小

学校グラウンド西側から西へ２００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内であることか

ら、第３種農地と判断されます。

４４番は、小古瀬地内の農地２筆、３１６㎡を農作業所１棟、資材倉庫１棟の用地と

して、今回申請している農地法第５条許可申請と一体利用としたいものです。場所につ

きましては、小古瀬集会所の東側２００ｍ付近で、県道分水・栄線に隣接しております。

第１種農地でありますが、農業用施設用地に当たることから、許可し得るものと判断さ

れます。

４５番は、新堀地内の農地２筆、４８８㎡を農作業所１棟、農業用資材置き場などの

用地として利用したいものです。場所につきましては、栄中学校グラウンド北側から北

へ１００ｍ付近で、第１種農地でありますが、農業用施設用地に当たることから許可し

得るものと判断されます。

以上４件が今月の申請であります。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。
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議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告を願います。

８番、刈屋一夫委員。

第２調査部会長（８番刈屋一夫委員）

議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』は、件数にして４件、面積

にして１，４５４㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び

一般基準を満たしており、許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方はご発言を願います。

発言がないようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただいま

調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』を議題といた

します。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』説明いたします。

今月の申請は、２３ページをごらん願います。１３件の申請で、合計１万３，９７５．

８㎡であります。

それでは、戻りまして２０ページの１０８番から順に説明いたします。

１０８番、１０９番は、先ほど事業計画変更承認申請での農地法第５条の許可申請で

ありますので、説明を略させていただきます。

１１０番は、西大崎２丁目地内の農地３筆、２，９５１㎡を売買により取得し、宅地

分譲１２区画、道路などの用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当

たり約１万５，０００円であります。場所につきましては、老人福祉施設こころつくし

の南側５０ｍ付近で、都市計画用途地域の第１種住居地域内であることから第３種農地

と判断されます。
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１１１番は、大島地内の農地１筆、１２６㎡を使用貸借権の設定により取得し、農舎

３棟の用地として、今回申請している農地法第４条の許可申請地と一体利用したいもの

です。場所につきましては、大島小学校グラウンド西側から西へ２００ｍ付近で、住宅

等が連たんする区域内であることから第３種農地と判断されます。

１１２番は、小古瀬地内の農地１筆、４４㎡を売買により取得し、農作業所１棟、資

材倉庫１棟の用地として、今回している農地法第４条の許可申請地と一体利用したいも

のであります。土地の売買価格は、１㎡当たり約５，０００円であります。場所につき

ましては、小古瀬集会所の東側２００ｍ付近で、県道分水・栄線に隣接しています。第

１種農地でありますが、農業用施設用地に当たることから許可し得るものと判断されま

す。

１１３番は、中曽根新田地内の農地１筆、２１８㎡を使用貸借権の設定により取得し、

農家住宅１棟、物置１棟の用地として隣接宅地と一体利用したいものです。場所につき

ましては、県道分水・栄線と市道矢田中曽根新田線の中曽根新田交差点から東側２００

ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内であることから第３種農地と判断されます。

１１４番は、上須頃地内の農地１筆、２２㎡を売買により取得し、飲食店１棟、駐車

場１３台の用地として今回申請している事業計画変更申請地と一体利用したいものです。

土地の売買価格は、１㎡当たり約４万円であります。場所につきましては、新幹線の燕

三条駅南側から西側１５０ｍ付近で、北陸高速自動車道の西側に隣接しています。都市

計画用途地域の商業地域内であることから第３種農地と判断されます。

１１５番は、猪子場新田地内の農地３筆、１，８６７㎡を賃借権の設定により取得し、

倉庫１棟の用地として利用したいものです。場所につきましては、猪子場新田集会所南

側２００ｍ付近で、県道坂井猪子場新田線に隣接しています。住宅等が連たんする区域

内であることから第３種農地と判断されます。

１１６番は、西中地内の農地７筆、５７９．８㎡を売買により取得し、集合住宅１棟、

駐車場９台、通路の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約

１万円であります。場所につきましては、本成寺中学校の南側に隣接しております。住

宅等が連たんする区域内であることから第３種農地と判断されます。

１１７番は、南中地内の農地３筆、６，５４４㎡を賃借権の設定により取得し、砂利

採取地として平成２６年５月１日から平成２８年１月３１日まで一時転用地として利用

したいものです。場所につきましては、南中集落の西側で、農振農用地でありますが、

他の土地での代替性がなく、許可し得るものと判断されます。

１１８番は、西本成寺１丁目地内の農地１筆、４８９㎡を売買により取得し、住宅１

棟などの用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約３万円であ

ります。本成寺の赤門南西側３００ｍ付近で、都市計画用途地域の第２種中高層住居専

用地域内であることから、第３種農地と判断されます。

１１９番は、小古瀬地内の農地１筆、２９０㎡を使用貸借権の設定により取得し、住

宅１棟の用地として利用したいものです。場所につきましては、小古瀬集会所の東側２

００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内であることから第３種農地と判断されます。
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１２０番は、福島新田地内の農地２筆、２４４㎡を売買により取得し、住宅１棟の用

地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約１万円であります。福

島新田丙集会所東側１００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内であることから第３種

農地と判断されます。

以上１３件が今月の申請であります。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告を願います。

８番、刈屋一夫委員。

第２調査部会長（８番刈屋一夫委員）

議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』は、件数にして１３件、面

積にして１万３，９７５．８㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、い

ずれも立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

第２調査部会長、大変ご苦労さまでした。自席へお戻りください。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第６号『平成２５年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

（案）』及び『平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）について』を議

題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（大坂事務局長）

それでは、議第６号『平成２５年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

（案）』及び『平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）について』をご

らんください。
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農業委員会は、農地法や農業経営基盤強化促進法などの法令事務や農業の担い手育成、

確保、それから担い手への農地の利用集積などの促進事業等の事務がございます。その

うち、法令事務については判断の透明性や公平性が求められておりますし、促進事務に

つきましては外部及び内部を問わずはっきり見える活動というのが求められております。

そのようなことから、毎年これらの活動の点検、評価と目標の達成に向けた活動計画の

策定を行うこととしています。

まずは、１ページをごらんいただきたいと思います。平成２５年度の目標及びその達

成に向けた活動の点検・評価でございます。法令事務に関する点検といたしまして、総

会等の開催及び議事録の作成でございます。総会等の開催及び公開である旨の周知状況

については、周知しております。

それから、総会等の議事録の作成についてですが、議事録は作成しております。

それから、議事録の内容でございますけれども、詳細な内容としております。

それから、議事録の公表でございますけれども、これは市のホームページで議事録を

公開しております。

それから、２ページの事務に関する点検でございます。農地法第３条に基づく許可事

務でございますが、これは１年間の処理件数が１１５件、そのうち許可が１１５件でご

ざいました。

それから、農地転用に関する事務といたしまして、１年間の処理件数が１５２件、そ

のうち１５２件が許可で、不許可はゼロでございます。

続いて、３ページでございます。農業経営基盤強化促進法に関する事務でございます。

１年間の処理件数は７４４件でございます。

続きまして、農業生産法人からの報告への対応でございますけれども、管内の農業生

産法人数は３０法人がございますが、そのうち報告された法人は２８法人でございまし

て、提出をしなかった農業生産法人は２法人ございます。

続きまして、４ページでございますが、情報の提供等といたしまして、賃借料情報の

資料の調査、提供ということでございますが、調査対象の賃貸借件数ですが、３７８件、

農地の権利移動につきましては１９７件、農地基本台帳の台帳面積は７，１１２haでご

ざいます。それから、地域の農業者からのご意見は特にございませんでした。

それから、次の５ページでございますけれども、法令事務でございます。これは、遊

休農地に関する評価でございますが、現状と課題といたしまして、管内の農地面積は７，

１１２ha、遊休農地が７．２haということでございます。それから、中段の目標の達成

に向けた活動でございますけれども、この表の中段に農地の利用状況調査といたしまし

て、７月３１日と１０月３１日に利用状況調査を行いました。調査員数が実数で７６名、

これは延べでございますけれども、７６人から調査していただき、指導件数が４件あっ

たということでございます。

続きまして、６ページでございます。促進等事務に関する評価でございます。認定農

業者等の担い手の育成及び確保でございますけれども、今年３月現在で認定農業者は４

４８経営体でございます。平成２５年度の目標はマイナス１０経営体でございましたが、
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実績は６経営体のマイナスにとどまりました。

続きまして、７ページでございます。担い手への農地の利用集積ということですが、

現状及び課題について、管内の農地面積は７，１１２haで、担い手への集積は３，００

８haでございます。集積率は４２．３％でした。平成２５年度の目標は、１００haを新

たに集積するということでしたが、実績は８０haでございまして、８０％の達成率でし

た。

続きまして、８ページでございます。違反転用への適正な対応ということですが、違

反転用数はゼロ件ということで、確認はされていないということでございます。

９ページをごらんいただきたいと思います。平成２６年度の目標及びその達成に向け

た活動計画（案）でございます。法令事務の遊休農地に関する措置でございますが、先

ほども説明したとおり、７，１１２haのうち７．２haの遊休農地がありまして、平成２

６年の目標は１haを減らしたいということと、来年度の調査実施は７月３１日と１０月

３１日を予定しておりまして、７６名の方から参加していただきたいということでござ

います。

それから、促進等事務でございますけれども、農業認定者等担い手の育成及び確保に

ついてですが、現状は４４８経営体ということで、同数の経営体を確保したいというふ

うに考えておりますのでよろしくお願いします。

続いて、１１ページでございます。担い手への農地の利用集積計画ということですが、

７，１１２haのうち３，００８haがこれまで集積されておりますので、来年度の目標は

１００haを担い手へ利用集積したいというような目標を立てておりますので、よろしく

お願いいたしたいと思います。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第６号につきましては、ただい

ま説明のとおり農業委員会事務室において３０日以上もしくはホームページで縦覧に付

すことでご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、追加議案といたしまして７号議案に入りたいと思います。

議第７号『農業委員会事務局職員の配置替について』を議事日程に追加したいと存じ

ますが、いかがでしょうか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議なしという発言がございますので、議第７号を追加議案といたします。
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追加議案は配付済みですので、よろしくお願いいたします。

それでは、議第７号の審議に入る前に事務局職員全員の退室をお願いいたします。

（午後３時４０分 事務局職員全員退室）

議長（野﨑会長）

それでは、議第７号『農業委員会事務局職員の配置替について』を議題といたします。

平成２６年４月１日付農業委員会事務局職員の配置替について、三条市長から下記の

とおり協議があったので、農業委員会等に関する法律２０条第３項の規定により承認を

求めます。

配置替により農業委員会事務局職員の職を解く者、事務局長、大坂純司。

配置替により農業委員会事務局職員として任用する者、事務局長、堀雅志。今までは

工事検査課室長でございます。

以上です。

質疑に入りたいと思いますが、よろしくお願いいたします。ご発言のある方。

それでは、発言がないようですので、お諮りをいたします。議第７号につきましては、

ただいま提案申し上げましたとおりご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、ご異議ないものと認めます。

それでは、休憩に入りたいと思います。

（午後３時４５分から午後３時５０分まで休憩）

議長（野﨑会長）

ただいま皆様からご承認いただきました退職職員１名及び４月１日より当委員会事務

局職員として任用されます１名を紹介いたします。事務局、大坂純司、堀雅志、入室お

願いいたします。

（事務局 大坂純司、堀 雅志入室）

議長（野﨑会長）

その場でご挨拶をお願いいたします。

大坂純司事務局長。

事務局（大坂事務局長）

私役所に入りまして３５年が経過いたしました。そして、最後の２年を農業委員会で

過ごさせていただいたことをうれしく思い、何とか定年まで勤められたのは皆様のご指

導とご協力のおかげというふうに感謝しております。本当にありがとうございました。

議長（野﨑会長）

続きまして、堀雅志。お願いいたします。

（堀 雅志）

ただいま４月１日からの新しい農業委員会の事務局長ということで承認をいただきま

した堀雅志でございます。どうも承認をいただきまして大変ありがとうございました。

農政部門の仕事は役所生活の中でも初めてでございますが、会長さん、会長代理さん
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及び委員の皆様のご指導、ご鞭撻をいただきながら、事務局としての運営を務めてまい

りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

新事務局長は退室していただきたいと思います。どうもご苦労さまでした。よろしく

お願いいたします。

（堀 雅志退室）

議長（野﨑会長）

事務局職員全員呼んでください。

（午後３時５５分 事務局職員全員入室）

議長（野﨑会長）

再開をいたします。

以上で議事が全件終わりましたので、報告事項に移ります。

報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告いただいておりますので、省略を

いたします。

議長（野﨑会長）

それでは、報第２号の正副部会長会議の結果報告についてを事務局より報告願います。

事務局（大坂事務局長）

（別添報告書により説明）

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がございましたら発言をいただきたいと思いますが、私

のほうから１つ補足説明をさせていただきます。事業計画の中で作況調査検討会と計画

してあるわけでございますが、正副部会長会議のときに、今までの形ではちょっと意味

がないのではないかという意見がございました。そこで、農政対策部会のほうへ諮問し、

検討していただきたいということで結論が出ましたので、農政対策部会委員の皆様に対

しお願いなのですが、この作況調査について再検討していただければと思っているわけ

でございますので、よろしくお願いいたします。

ほかに何か皆さんのほうで意見がございますか。

発言がないようですので、正副部会長会議の結果報告についてを終わります。

それでは、報第３号から報第１０号まで、続けて事務局より報告願います。

（別添報告書により説明）

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がございましたら発言をいただきたいと思います。

ご発言がないようですので、報告事項を終わります。

続きまして、来月の調査部会開催案内をお願いいたします。
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第３調査部会長、４番、村井委員、お願いします。

第３調査部会長（４番村井善一郎委員）

来月は、第３調査部会の当番でございます。４月２５日午前９時から厚生会館第２集

会室において会議を開催いたします。関係委員は出席をお願いします。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

なお、総会は３０日の予定にしておりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、長時間にわたってご審議いただきましてありがとうございました。

以上をもちまして定例総会を閉会いたします。

午後４時２５分 閉会
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会議の 末を記載し、その相違ないことを証するために、ここに署名捺印する。

三 条 市 農 業 委 員 会 会 長

議事録署名委員（ ６番）

議事録署名委員（３２番）


